
別紙１　参考様式

１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

自作している農家が多く、大きな区画になっている農地が少ない。
５年～１０年後を見据えてまとめて担い手に貸付けていけるように今後も話合いを進めていく。

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

まとめて農地を貸付け、畦畔撤去を行い、区画の拡大を目指す。

実質化された人・農地プラン

ⅰ　うち後継者未定・不明の農業者の耕作面積の合計 9.8ｈａ

（備考）
地区内の耕地面積80.4ha中28.1ha(約35.1%)に権利設定がされている。

80.4ｈａ

44.8ｈａ

25.4ｈａ

①地区内の耕地面積

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計

③地区内における75才以上の農業者の耕作面積の合計 11.1ｈａ

直近の更新年月日
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作成年月日対象地区名（地区内集落名）

大輪地区

市町村名

明和町



（参考）　中心経営体

三田　庄一郎 ha ha

須永　政義 ha ha

津久井　正巳 ha ha

島野　彰 ha ha

齋藤　雅万 ha ha

渡辺　定男 ha ha

ha ha

株式会社江森農産 ha ha

計 ha ha

今後の農地の引受けの意向

農業を営む範囲

大輪、入ヶ谷
大輪
大輪
大輪
大輪、須賀

属性

認農

現状

5.0米麦
米麦
米麦1.0

7.6

2.6

1.7

1.9

経営作目 経営面積

3.0

15.0

大輪、江口、南大島、中谷、矢島

大輪、入ヶ谷、矢島

5.0

51.025.6

㈲クリーンファーム青柳
代表取締役
松本 克己

農業者
（氏名・名称）

認農法
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７経営体

認農
認農
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認農法

米麦
米麦
米麦
水稲
水稲

米麦、野菜
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3.0
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米麦

米麦、野菜

水稲

4.2

認農 米麦 2.0 水稲 3.0 大輪



４　３の方針を実現するために必要な取組に関する方針（任意記載事項）

（参考）　農地の貸付け等の意向（任意記載事項）
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　・農地中間管理機構の活用方針
大規模農家の経営農地の集約化を目指し、農地所有者は、出し手・受け手にかかわらず、原則として、農地を機
構に貸し付けていく。
中心経営体が病気や怪我等の事情で営農の継続が困難になった場合には、農地バンクの機能を活用し、農地の
一時保全管理や新たな受け手への付け替えを進めることができるよう、機構を通じて中心経営体への貸付けを
進めていく。

　・基盤整備への取組方針
農業の生産効率の向上や農地集積・集約化を図るため、農地の大区画化・汎用化等の基盤整備に取り組む。

11571

農地の所在（地番）
貸付け 作業委託

　・農地の貸付け等の意向
貸付け等の意向が確認された農地は、26筆、11,571㎡となっている。

大輪 2174 304

大輪 2588-1 42

大輪 1974-1 1029

大輪

売渡

貸付け等の区分（㎡）

1979-1 1043

大輪 1905-1 162

大輪 1975 1074

大輪 1570-3 14

大輪 1601 356

大輪 1883 624

大輪 1889-1 355

大輪 1895 66

大輪 1888-1 290

大輪 1891-1 848

大輪 1896 218

大輪 1913 733

大輪 2185-1 263

大輪 1842 72

大輪 2400-1 916

大輪 1843 92

大輪 2173-3 441

大輪 2362 952

大輪 1959-1 789

大輪 2173-1 157

大輪 1852-1 353

大輪 1736-1 235

大輪 1846-1 143


